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活動の目的 

創立 20 周年リーフレットの制作・配布 
狛江水辺の楽校は、昨年創立 20周年を迎えました。過去の自然体験や多摩川学習などで指導した参

加者数は延べ 6.5 万人を超え、近隣他市からの学習依頼なども増えています。そこで本校のこれま

での活動成果や事業内容を A3二つ折りのリーフフレットにまとめ、多摩川を教育河川として活用す

る狛江水辺の楽校をよりアピールしたいと考え制作しました。 

 

活動内容 

開校 20年で、のべ 65,000人をこす子どもたちが多摩川体験 

 2001 年（平成 13 年）４月、多摩川流域の第一号として国から登録認可された狛江水辺の楽校は、

2021 年 4 月で開校 20 周年を迎えました。右下の表にあるように、これまでにのべ 65,585 人の子

どもたちが多摩川を体験してきました。 
 狛江水辺の楽校は、湧き水や小川、池、雑木林、オギ原、化石島など、変化に富んだ自然と景観

を残す、狛江市民の共有財産ともいえる貴重な水辺空間です。狛江市ではこうした自然環境を維持・

保全して、子どもたちの教育の場あるいは市民親子の憩いの場として活用できるように、学校や市

民と協働で「狛江水辺の楽校運営協議会」を設け、多摩川の管理・運用に取り組んでいます。 
 活動形態としては「環境学習の支援事業」「親子の自然体験事業」「環境保全と自然再生事業」を

三本柱に取り組んでいます。※下図参照 
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木のぼり、ブランコ、ハンモック、ガサガサなどの「自然体験教室」 

 主に保育園や小学校からの依頼を受けて行う自然体験教室にはさまざまなメニューがあります。

子どもたちに人気があるのは、魚やザリガニを網ですくうガサガサ体験や樹にぶらさげたブランコ、

ハンモック、そして木のぼり体験などです。 
 また夏になるとライフジャケットを着て、川でおぼれそうになった時の対処法を学ぶ安全体験教

室も指導しています 
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植物、野鳥、昆虫、魚類、化石、水質などを調べる環境学習 

 自然豊かな水辺の楽校では、植物や野鳥、昆虫、魚類、化石、水質などテーマにそった環境学習

を選ぶことができます。したがって学年を６つのグループに分け、テーマ別学習を指導しています。

それを指導しているのが、マイスターと呼ばれる 50 名ほどの市民ボランティアです。 
 昨年度は市内外の６小学校から学習依頼があり、1104 名の生徒児童を水辺の楽校に誘い指導しま

した。 
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毎週日曜日に、自由参加の環境清掃や自然再生活動を開催 

 毎週日曜日、朝 10 時〜12 時は環境清掃。たくさんの親子ボランティアが参集し、草を刈って観

察路をつくったり、丸太橋をつくり直したりしています。また昆虫や魚の産卵床をつくるなど自然

の再生活動にも取り組んでいます。 
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過去の活動数・参加人数 
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3.川づくり団体部門                         [実施箇所位置図 ] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2022-6113-004 生徒児童の自然体験と環境学習の支援活動  
狛江水辺の楽校運営協議会  
会長 野口昌男  

 主な実施箇

所 

東京都狛江市の多摩川  

助
成
事
業
の
主
な
実
施
箇
所 
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ロ
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